
提

出

者

小

宮

山

泰

子

平
成
十
八
年
六
月
十
二
日
提
出

質

問

第

三

三

四

号

公
共
調
達
に
お
け
る
随
意
契
約
の
情
報
公
開
の
在
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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公
共
調
達
に
お
け
る
随
意
契
約
の
情
報
公
開
の
在
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
在
の
危
機
的
な
財
政
事
情
の
下
で
、
少
子
高
齢
化
等
の
社
会
変
化
に
対
応
し
た
行
政
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て
お
り
、
ま
た
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
納
税
者
で
あ
る
国
民
の
視
点
に
立
っ

て
、
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
社
会
資
本
な
ど
の
整
備
を
、
無
駄
な
く
、
効
率
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
天
下
り
を
背
景
と
し
た
官
製
談
合
事
件
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
公
共
調
達
が
適
正
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
無
駄

か
つ
非
効
率
な
公
共
調
達
に
対
し
て
、
国
民
は
疑
惑
の
目
で
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
今
後
、
公
共
調

達
の
公
正
性
及
び
透
明
性
を
確
保
し
、
国
民
の
信
頼
を
早
急
に
回
復
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
点
、
随
意
契
約
は
、
恣
意
的
な
契
約
業
者
の
選
択
、
特
定
業
者
と
の
天
下
り
を
通
じ
た
癒
着
、
過
大
な
支
払
い
等
が
容

易
に
行
わ
れ
る
可
能
性
を
多
分
に
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
徹
底
し
た
情
報
公
開
を
進
め
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

行
政
効
率
化
推
進
計
画
（
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日
改
定
）
で
は
、
「
随
意
契
約
の
う
ち
少
額
随
契
以
外
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
各
府
省
の
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
、
契
約
の
相
手
方
、
契
約
金
額
、
随
契
理
由
等
を
ま
と
め
て
公
表
す
る
」
と
さ
れ
、
ま

一



た
、
同
趣
旨
の
財
務
省
通
知
（
平
成
十
七
年
二
月
二
十
五
日
財
計
四
〇
七
号
）
も
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、

予
算
決
算
及
び
会
計
令
（
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）
第
九
十
九
条
第
一
号
で
は
、
「
国
の
行
為
を
秘
密
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
き
」
に
は
、
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
少
額
の
随
意
契
約
以
外
の
契
約
で
あ
っ
て

も
、
国
の
行
為
を
秘
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
公
表
さ
れ
て
い
な
い
契
約
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、

そ
の
と
お
り
の
理
解
で
よ
い
か
。

二

「
国
の
行
為
を
秘
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
」
に
は
、
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
予
算
決
算
及
び
会
計

令
第
九
十
九
条
第
一
号
の
趣
旨
、
「
秘
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
」
の
判
断
主
体
と
そ
の
基
準
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
契
約
に
適
用
し
て
い
る
か
、
数
例
を
示
し
説
明
さ
れ
た
い
。

三

会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
で
は
、
「
契
約
の
性
質
又
は
目
的
が
競
争
を
許

さ
な
い
場
合
、
緊
急
の
必
要
に
よ
り
競
争
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
及
び
競
争
に
付
す
る
こ
と
が
不
利
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
随
意
契
約
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

理
由
か
ら
随
意
契
約
と
し
た
契
約
の
う
ち
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四

十
二
号
、
以
下
「
情
報
公
開
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
と
し
て
公
表
し
な
か
っ
た
契
約
は
あ
る

二



の
か
。
も
し
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
契
約
か
。
数
例
示
す
と
と
も
に
そ
の
非
公
表
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

四

平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
政
府
全
体
の
随
意
契
約
件
数
及
び
金
額
の
う
ち
、
非
公
表
と
し
た
随
意
契
約
件
数
及
び
金
額
の

割
合
を
示
さ
れ
た
い
。

五

会
計
法
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
で
は
、
国
が
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
一
般
競
争
入
札
を
原
則
と
し
て
お

り
、
政
府
と
し
て
も
、
現
在
、
公
共
調
達
に
対
す
る
国
民
の
不
信
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
一
般
競
争
入
札
の
一
層
の
促
進

等
、
契
約
の
公
正
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
々
の
随
意
契
約
が
効
率
的
か
つ

適
正
に
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
検
証
は
、
国
民
へ
の
情
報
開
示
が
徹
底
さ
れ
十
分
な
説
明
責
任
が
果
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
初
め
て
可
能
と
な
る
。

�

つ
い
て
は
、
「
国
の
行
為
を
秘
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
」
の
判
断
基
準
を
厳
格
化
す
る
と
と
も
に
、
仮
に
「
国
の

行
為
を
秘
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
」
で
あ
っ
て
も
、
競
争
入
札
を
優
先
し
、
随
意
契
約
は
例
外
的
に
し
か
認
め
ら
れ

な
い
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
う
か
が
い
た
い
。

�

ま
た
、
国
の
行
為
を
秘
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
等
の
理
由
か
ら
随
意
契
約
と
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
随
意
契
約

に
係
る
全
て
の
情
報
を
非
公
表
と
す
る
の
で
は
な
く
、
契
約
内
容
、
契
約
の
相
手
方
、
契
約
金
額
の
う
ち
一
部
で
も
公
表

三



可
能
な
部
分
が
あ
れ
ば
、
情
報
公
開
法
第
六
条
の
部
分
開
示
の
趣
旨
に
も
照
ら
し
積
極
的
に
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
う
か
が
い
た
い
。

�

内
閣
は
、
予
算
決
算
及
び
会
計
令
を
改
め
、
随
意
契
約
に
係
る
情
報
を
公
表
す
べ
き
旨
の
義
務
規
定
を
加
え
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
う
か
が
い
た
い
。

六

行
政
効
率
化
推
進
計
画
で
は
、
「
各
府
省
の
内
部
監
査
に
お
い
て
、
随
意
契
約
の
重
点
的
監
査
を
実
施
す
る
。
」
と
あ
る

が
、
こ
の
重
点
的
監
査
に
よ
り
不
適
正
と
さ
れ
た
随
意
契
約
は
こ
れ
ま
で
に
あ
る
の
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

改
善
措
置
を
講
じ
た
の
か
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


